獨占並に技術的合理化と勞働者階級 by 影澤 四郎
猫
占
並
に
技
術
的
合
理
化
之
一
労
働
者
階
級
影
理
四
郎
後
期
資
本
主
義
ハ
詮
一
U
は
濁
占
に
依
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
餐
本
主
義
は
一
定
の
段
階
に
到
達
す
る
主
そ
の
様
相
を
一
費
し
て
し
ま
ふ
。
自
由
競
争
を
中
心
主
し
た
資
本
主
義
を
前
期
資
本
主
す
る
な
ら
ば
、
「
狗
占
」
に
依
て
或
る
程
度
の
制
限
を
受
け
る
に
至
る
・
：
：
；
：
掛
か
る
資
本
主
義
を
吾
h
は
後
期
安
本
主
義
正
呼
ぶ
世
帯
が
出
（
註
一
U
で
あ
ら
う
。
レ
1
－一
y
に
従
ワ
で
歴
史
的
に
之
れ
を
見
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。
円
y
a
－－A
U
千
八
百
六
十
年
1
1七
十
年
。
こ
の
時
期
は
自
由
競
争
的
設
展
の
最
高
駄
で
し
か
も
限
界
で
あ
る
。
ハ
E
〕
千
八
百
七
十
三
年
の
恋
慌
以
後
。
と
の
時
期
は
力
ル
テ
ル
の
大
設
反
の
時
期
で
あ
っ
た
が
未
だ
例
外
的
で
泊
則
的
な
も
の
で
げ
な
》
そ
れ
は
ま
だ
過
渡
的
現
品
酷
で
あ
っ
た
。
〔
Mm〕
十
九
枇
犯
の
後
岡
山
及
千
丸
百
年
乃
笠
千
九
百
一
一
一
年
の
恐
慌
。
カ
ル
テ
ル
は
こ
の
時
期
に
苔
三
て
経
済
生
活
の
基
礎
と
作
る
ο
新
る
濁
占
段
階
は
一
九
O
O年
夏
巴
厳
密
に
言
へ
は
一
八
九
八
年
よ
り
開
始
せ
ら
れ
た
の
だ
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
や
が
て
溺
占
の
起
源
P
認
め
や
同
μ
E
3
、
伺長
4
f
資
本
主
義
経
済
に
於
け
る
濁
占
的
形
態
は
「
自
由
競
争
」
に
依
て
欝
ら
さ
れ
る
利
潤
の
平
均
化
に
封
す
る
「
反
掛
物
」
と
し
て
溺
ト
ロ
並
に
技
術
的
合
組
化
と
努
働
者
機
級
義
2ェ
主総
る
うっ
た資
狗
占
並
に
技
術
的
合
理
化
主
労
働
者
階
級
四
本
家
に
依
っ
て
探
ら
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
的
な
一
つ
の
自
救
的
手
段
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
成
立
と
共
に
経
済
的
自
由
主
義
が
生
じ
、
資
本
家
は
自
由
主
義
に
立
脚
し
た
自
由
競
争
に
依
て
よ
り
多
く
利
潤
を
獲
得
し
ゃ
う
と
す
る
。
印
ち
利
潤
遁
求
は
資
本
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
登
場
す
る
。
而
し
て
、
之
の
利
潤
浪
求
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
は
産
業
革
命
に
依
て
鷲
ら
さ
れ
た
新
た
な
る
生
産
手
段
。
出
現
及
び
そ
の
改
良
に
依
る
生
産
力
の
諸
大
な
る
護
展
で
あ
る
。
利
潤
迫
求
へ
の
期
か
る
資
本
家
的
精
神
の
努
力
は
客
観
的
に
は
利
潤
の
平
均
化
を
賓
現
ず
る
。
勢
働
の
生
産
力
の
噌
準
、
特
に
、
そ
の
岳
連
な
る
進
展
に
依
る
相
封
的
剰
飴
憤
値
目
哀
の
増
大
は
．
必
然
的
に
資
本
の
有
機
的
構
成
を
高
度
に
導
き
、
不
料
消
費
本
部
分
と
可
鑓
資
本
部
分
の
比
を
饗
化
せ
し
め
、
可
麓
資
本
は
、
細
川
資
本
に
封
す
る
比
例
に
於
て
相
艶
的
に
減
少
す
る
。
利
潤
の
増
大
は
可
麗
資
本
部
分
。
増
大
と
北
九
に
、
そ
の
歩
を
一
致
し
て
進
展
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
可
麗
資
本
部
分
の
減
少
は
利
潤
の
平
均
率
を
低
減
せ
し
め
る
。
即
ち
‘
資
本
主
義
の
護
展
は
利
潤
事
下
向
の
傾
向
を
も
つ
も
の
で
b
る
。
之
の
利
潤
率
低
減
的
傾
向
に
も
拘
は
ら
子
、
利
潤
卒
の
結
封
量
を
増
大
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
自
由
競
争
を
緩
和
し
又
は
之
れ
を
鹿
除
す
る
こ
と
に
依
て
商
開
聞
の
市
場
慣
格
従
っ
て
、
利
潤
率
を
高
か
ら
し
め
ん
と
す
る
資
力
の
詩
め
に
生
産
を
大
規
模
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
濁
占
の
形
態
が
興
へ
ら
れ
、
経
営
の
集
積
、
企
業
の
集
中
、
結
合
が
行
は
れ
る
に
至
る
。
之
れ
を
資
本
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
企
業
の
結
合
は
資
本
の
結
合
で
あ
り
、
之
れ
を
促
進
せ
し
め
る
も
の
は
銀
行
資
本
で
あ
る
。
印
ち
、
銀
行
資
本
と
産
業
費
本
と
D
結
合
及
び
前
者
に
依
る
後
者
。
支
配
で
あ
る
。
〈
誌
ニ
）
門
誌
↓
己
資
本
家
的
産
業
の
後
展
は
、
銀
行
資
本
の
集
中
を
後
展
せ
し
め
る
G
銀
行
制
度
の
集
中
は
、
そ
れ
自
身
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
エ
ト
に
於
げ
る
資
本
家
的
集
中
の
最
高
段
階
に
到
達
す
る
峰
崎
め
の
重
要
な
る
一
原
動
カ
で
あ
る
。
蓋
し
、
産
業
に
依
〈
ぺ
か
ら
ぎ
る
こ
れ
ら
の
貨
幣
の
慮
分
柵
慨
は
銀
行
の
手
に
る
る
の
だ
か
ら
。
そ
こ
で
資
本
主
義
及
び
ぞ
れ
の
信
用
組
織
が
設
建
す
る
に
つ
れ
て
、
銀
行
に
釘
ナ
る
産
業
の
隷
麗
が
暗
唱
し
て
来
る
他
方
銀
行
は
：
・
：
：
：
と
れ
等
の
貸
絡
が
余
り
に
多
量
で
な
い
問
は
．
そ
れ
を
投
機
信
用
品
T
流
活
信
用
に
充
用
す
る
事
に
依
て
こ
の
利
子
を
安
梯
ひ
持
た
。
然
る
に
一
方
に
於
て
は
こ
れ
等
の
貸
絡
が
増
加
し
他
方
に
於
で
は
投
機
や
商
業
の
重
要
さ
が
減
少
す
る
に
ワ
れ
‘
そ
れ
等
の
貨
幣
は
ま
ず
ま
す
産
業
資
本
に
縛
化
せ
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
、
者
し
生
産
信
用
が
絶
え
ず
援
大
せ
ら
れ
る
正
云
ふ
こ
主
が
な
か
ワ
た
な
ら
ば
、
預
金
の
充
用
ぬ
っ
て
銀
行
預
金
に
お
す
る
利
子
の
支
梯
ひ
も
と
つ
〈
に
も
ワ
k
y＼
低
下
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
事
食
こ
の
乙
止
は
一
部
分
イ
ギ
9
2
に
於
で
起
っ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
銀
行
へ
の
産
業
の
隷
属
は
所
有
関
係
の
結
果
で
あ
一
る
。
産
業
資
本
の
う
ち
こ
れ
を
運
用
す
る
産
業
資
本
家
の
所
有
で
な
い
部
分
が
盆
々
権
大
ず
る
、
彼
等
は
こ
の
資
本
を
ば
銀
行
資
本
を
泊
し
て
の
み
始
め
て
左
宕
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
銀
行
に
産
業
を
同
定
せ
乞
る
を
持
な
い
‘
銀
行
は
之
れ
に
依
て
盆
々
産
業
資
本
家
と
な
る
j
i
－
－
－
ヒ
ル
ハ
1
Jア
y
グ
「
金
融
資
本
論
」
掛
か
る
過
程
を
経
過
し
て
典
へ
ら
れ
た
「
濁
占
」
は
そ
の
性
質
と
し
資
本
の
有
機
的
構
成
を
益
々
高
度
化
す
る
と
同
時
に
他
方
に
於
て
は
、
逆
に
平
均
利
潤
率
を
益
々
低
下
せ
し
め
ん
と
す
る
z
i－
－
：
と
の
傾
向
は
あ
ら
ゆ
る
資
本
家
の
利
潤
を
平
均
利
潤
以
上
に
保
た
ん
と
し
特
殊
利
潤
を
獲
得
ぜ
ん
と
す
る
努
力
に
反
す
る
‘
し
か
も
な
ほ
資
本
家
は
猫
占
強
化
へ
の
努
力
を
櫨
捜
す
る
だ
ら
う
、
し
か
も
と
の
努
力
は
益
々
却
っ
て
費
木
の
有
機
的
構
成
を
高
広
化
し
、
利
潤
率
の
低
下
的
何
向
は
全
ぬ
が
れ
ぎ
る
も
D
と
な
る
。
『
か
く
し
て
、
安
全
と
高
利
の
利
潤
を
大
規
模
生
産
の
経
済
に
依
て
確
保
せ
ん
と
す
る
努
力
は
、
，
次
第
に
増
大
し
て
行
く
と
乙
ろ
の
競
争
過
程
の
散
化
に
依
て
徒
努
に
師
し
て
し
ま
ふ
。
』
ハ
註
三
〉
〔
註
一
己
ホ
プ
y
ン
、
佐
谷
他
謬
『
託
代
資
本
主
義
援
達
先
諭
』
樹
占
並
に
技
術
的
合
現
化
＆
努
働
者
陪
紋
一五
加
拘
占
並
じ
技
術
的
合
制
晶
化
と
傍
働
者
階
級
一
ム
ノ、
新
か
る
絹
占
へ
の
過
程
は
必
然
的
に
中
小
企
業
家
の
浪
落
を
来
た
す
、
猫
占
の
行
は
れ
る
場
合
に
は
中
小
企
業
家
は
彼
の
生
産
手
段
か
ら
引
離
さ
れ
て
一
個
の
無
産
友
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
費
や
る
。
市
し
て
、
彼
等
の
今
ま
で
所
有
に
属
し
て
ゐ
た
庭
の
生
産
手
段
は
比
較
的
小
敷
の
資
本
家
及
び
大
地
主
の
下
に
師
属
せ
し
め
ら
れ
彼
等
の
調
占
す
る
と
こ
ろ
と
た
る
。
『
各
々
の
大
舎
祉
の
所
有
し
て
ゐ
る
企
業
以
上
に
更
に
一
居
大
な
る
全
業
も
企
劃
の
た
め
の
能
力
が
あ
る
場
合
設
知
る
に
至
る
場
合
口
口
口
口
。
D
O
D
O
O
O
に
は
隣
接
の
も
の
に
安
値
を
つ
け
詮
に
は
債
格
を
引
き
下
げ
‘
ヨ
F
弱
小
な
競
争
者
を
浪
落
せ
し
め
、
そ
れ
よ
り
強
大
な
る
競
宇
者
に
〔
註
四
U
ホ
プ
y
y
「
前
掲
嘗
」
劃
し
て
は
辛
う
じ
て
牧
支
償
ふ
程
度
ま
で
腿
逐
せ
し
め
て
し
ま
ふ
も
の
で
あ
る
。
央
諮
問
）
・
突
に
ヴ
ア
ル
ガ
が
共
の
「
世
界
経
掛
年
報
L
K
示
し
て
ゐ
る
中
小
企
業
者
の
破
産
数
及
債
務
額
と
に
依
て
そ
の
設
落
的
傾
向
を
推
知
し
得
る
で
あ
ら
う
。
破‘
年
箆
一
入
九
C
l
l
一
九
一
三
一
九
ニ
O
一
九
二
一
一
一
九
二
三
一
丸
ニ
四
産
統
計
破
産
数
一
四
、
0
0
0
一
五
、
0
0
0
一一一一、五
0
0
＝
一
四
、
四
0
0
四
一
、
六
四
九
債
務
級
ハ
百
寓
V
ル）
一
八
O
一
八
O
ニ
O
ニ
ニ
五
六
四
八
六
一
九
ニ
五
一
九
二
大
一
九
二
七
一
九
二
八
一
九
二
九
問
問
、
同
問
。
四
七
J
一一
0
0
四
人
、
一
一
六
九
五
三
、
五
一
一
五
七
、
O
三
九
六
六
四
七
四
八
八
八
六
人一
一
八
八
四
オ
イ
ゲ
シ
－
M
V
ア
ル
ガ
門
世
界
経
済
年
報
U
九
梓
〉
コ
ヨ
包
正
に
依
る
と
。
満
点
は
生
産
能
率
を
異
常
に
増
大
せ
し
め
る
が
、
そ
の
利
益
の
一
切
は
資
本
家
と
大
地
主
と
に
依
っ
て
猫
占
さ
れ
る
。
濁
占
は
階
級
調
係
を
宍
銃
化
す
る
。
即
ち
、
中
小
企
業
者
の
洩
落
に
依
て
吐
曾
階
級
は
×
×
×
さ
れ
る
に
至
る
。
即
ち
、
×
×
×
×
×
×
×
x
x
×
x
×
×
×
×
×
x
x
×
×
×
×
×
x
x
x
k依
て
、
尖
鋭
化
せ
ま
る
を
得
友
い
の
で
あ
る
。
市
も
、
彼
等
附
労
働
者
は
資
本
家
が
資
本
利
潤
を
ヨ
F
多
〈
獲
得
す
る
た
め
に
「
不
足
債
値
」
の
取
得
を
強
制
さ
れ
る
。
『
自
身
の
務
働
の
封
債
よ
り
透
か
に
多
い
も
の
を
得
る
ま
と
ま
っ
た
階
級
の
存
在
す
る
乙
と
は
疑
ふ
余
地
の
た
い
と
と
で
あ
る
。
又
金
崎
労
務
者
中
の
非
常
に
多
数
の
も
の
が
、
そ
の
弁
働
の
劃
債
よ
り
也
謹
か
に
少
な
い
も
の
を
得
て
ゐ
る
と
一
足
ふ
事
も
飴
地
な
き
と
と
で
あ
る
。
凡
て
の
都
合
及
農
村
一
持
働
者
は
五
日
々
の
×
x
x
×
震
に
、
彼
等
が
創
治
せ
る
債
値
の
中
に
非
常
に
大
き
な
そ
し
て
叉
毎
日
増
大
し
つ
L
あ
る
部
分
を
控
除
さ
れ
る
と
と
を
強
制
さ
れ
て
ゐ
る
。
』
ハ
設
五
）
三
時
五
〕
7
－7
シ
ツ
オ
ツ
ペ
シ
ハ
イ
マ
I
、
谷
川
氏
課
「
舵
合
問
題
及
此
合
主
義
」
オ
ツ
ベ
ン
ハ
イ
マ
1
の
右
の
引
用
文
に
依
る
「
不
足
慣
値
」
の
取
得
の
強
制
は
調
占
に
依
て
益
々
強
化
す
る
。
加
凋
占
並
に
技
術
的
合
理
化
と
努
働
者
階
級
七
潟
占
並
に
技
術
的
合
理
化
在
地
耳
働
者
階
絞
A. 
即
ち
、
資
本
家
が
彼
等
の
利
潤
の
平
均
化
並
に
減
少
を
防
止
せ
ん
が
た
め
に
必
然
的
に
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
の
「
反
封
物
」
た
る
手
段
の
「
猫
占
」
は
、
之
れ
を
別
に
云
ふ
な
ら
ば
彼
等
の
利
潤
を
増
加
せ
ん
と
す
る
篤
め
の
手
段
で
b
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
働
者
は
以
前
に
も
益
し
て
資
本
家
の
利
潤
に
封
す
る
欲
求
を
満
足
せ
し
め
る
詩
め
に
は
よ
り
以
下
の
「
不
足
債
値
」
即
ち
「
不
足
な
る
不
足
債
値
」
＆
取
得
し
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
様
に
な
る
事
は
事
質
で
る
る
。
（
註
六
）
〔
註
ム
ハ
】
資
本
主
義
的
生
産
方
法
は
、
枇
舎
の
債
依
生
陸
物
の
う
ち
プ
ロ
レ
F
F
ア
ー
ト
の
占
め
る
分
前
を
減
少
さ
せ
る
傾
向
を
も
っ
て
ゐ
る
．
何
故
か
と
一
お
ふ
と
、
生
産
法
の
槍
大
に
件
っ
て
努
働
者
の
消
費
に
は
い
っ
て
行
〈
商
品
の
債
債
は
低
下
し
、
従
っ
て
必
要
労
働
は
短
か
〈
剰
像
祭
働
は
長
〈
な
る
か
ら
で
あ
る
、
以
前
は
大
き
な
工
業
諸
閣
に
於
て
は
、
会
践
と
し
て
の
努
働
階
級
の
分
前
、
即
ち
可
鑓
資
本
は
籾
齢
制
的
に
減
少
し
た
に
遜
ぎ
な
か
っ
た
、
し
か
る
に
最
近
の
設
展
に
依
で
絡
設
的
減
少
が
始
ま
っ
た
‘
：
：
：
グ
ア
ル
ガ
「
安
定
後
に
於
け
る
資
本
主
義
波
落
期
の
経
済
」
斯
か
る
弊
働
者
の
不
足
な
る
「
不
足
債
値
」
の
強
制
は
費
本
主
義
が
濁
占
段
階
に
入
る
に
至
っ
て
最
も
鮮
明
な
色
彩
で
描
き
出
さ
れ
る
・
何
故
友
ら
ば
、
濁
占
は
自
由
競
を
或
程
度
ま
で
鹿
除
制
限
す
る
と
は
一
足
へ
よ
り
大
き
た
自
由
競
争
の
相
手
印
ち
大
企
業
聞
の
競
争
を
激
化
す
る
事
に
依
て
利
潤
率
の
低
下
は
絶
え
や
行
は
れ
る
に
も
拘
は
ら
守
、
資
本
家
の
ヨ
リ
多
く
の
利
潤
へ
の
追
求
が
臨
り
立
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
利
潤
を
生
む
と
と
ろ
の
弊
働
は
盟
化
し
、
前
に
も
増
し
て
搾
取
が
弊
働
者
階
級
に
強
び
ら
れ
る
と
と
も
ゐ
た
る
。
し
か
も
調
占
は
一
方
に
於
て
は
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
友
る
護
展
乞
件
ふ
が
故
に
可
援
部
分
に
相
封
的
な
減
少
を
来
し
越
大
な
る
教
の
産
業
強
備
軍
の
護
生
が
必
然
的
と
な
っ
て
来
る
持
働
者
は
可
鑓
資
本
部
分
に
依
て
雇
傭
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
斯
く
の
如
く
資
本
主
義
が
調
占
形
態
を
取
る
に
至
っ
て
附
労
働
者
階
級
は
、
そ
の
勢
働
の
強
化
と
持
働
賃
銀
の
塵
迫
と
他
方
に
於
け
る
驚
ろ
く
べ
き
数
量
の
産
業
設
備
軍
の
殻
生
と
O
た
め
に
極
度
な
る
階
統
的
塵
遣
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
友
ほ
掛
か
る
努
働
者
階
級
の
世
食
階
級
的
犀
迫
に
拍
車
を
か
け
る
も
D
と
し
て
産
業
の
技
術
的
合
理
化
が
あ
る
。
目 l
－ 
大
戦
前
に
於
て
比
較
的
順
調
な
道
程
を
辿
っ
て
来
た
世
界
資
本
主
義
は
‘
大
載
を
契
機
と
し
て
資
本
主
義
経
簡
に
於
け
る
総
て
の
連
絡
線
は
断
ち
切
ら
れ
、
園
際
聞
に
於
け
る
貿
易
関
係
及
び
国
捺
信
用
組
械
は
破
壊
せ
ら
れ
、
世
界
に
於
け
る
資
本
主
義
的
市
場
並
に
生
産
界
は
極
度
友
る
混
観
に
陥
入
っ
た
。
斯
か
る
大
戦
に
依
る
世
界
資
本
主
義
的
経
済
の
全
面
的
破
壊
、
混
凱
は
決
し
て
簡
単
に
は
回
復
さ
れ
・
な
か
っ
た
。
全
て
の
部
聞
に
於
て
経
情
的
均
衡
を
失
は
し
め
た
大
戦
は
資
本
主
義
の
賂
楽
に
劃
し
て
致
命
的
な
打
撃
を
興
へ
た
。
ハ
註
七
にノ
〔
註
七
〕
度
庄
の
減
退
的
傾
向
‘
生
産
設
備
と
商
品
の
偏
在
、
生
産
主
消
費
と
の
不
投
合
、
生
産
設
備
は
放
置
に
ま
か
さ
れ
、
不
統
一
、
無
計
蓄
に
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
．
斯
か
る
混
甑
せ
る
資
本
主
義
は
立
て
直
ほ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
左
か
っ
た
。
市
し
て
‘
生
産
機
関
と
生
産
設
備
と
を
統
一
整
理
す
る
と
共
に
、
持
働
時
問
。
増
加
並
に
努
働
の
強
度
化
に
依
て
そ
れ
を
再
編
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
た
っ
て
来
た
。
溺
占
並
に
技
術
的
合
理
化
主
傍
働
者
階
級
九
組
側
占
並
に
技
術
的
合
理
化
左
努
働
者
階
級
画。
部
ち
産
業
を
技
術
的
に
合
理
化
す
る
事
に
よ
っ
て
利
潤
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
運
動
が
皆
同
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
大
戦
が
合
理
化
運
動
を
念
速
に
促
進
せ
し
め
た
と
云
ふ
事
は
否
め
な
い
事
置
で
る
る
と
し
て
も
．
そ
の
根
底
に
は
資
本
家
の
ヨ
リ
多
く
の
利
潤
追
求
へ
の
欲
求
が
常
に
働
い
℃
ゐ
る
事
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
従
っ
て
、
合
理
化
は
新
ら
し
い
事
で
は
な
く
産
業
革
命
以
後
に
於
け
る
技
術
の
設
建
と
共
に
行
は
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
最
近
の
如
く
異
様
な
る
様
相
を
呈
し
て
は
ゐ
な
か
っ
た
、
犬
酷
前
ま
で
は
徐
々
に
議
連
し
て
〆
来
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
『
「
合
理
佑
」
は
‘
古
い
現
象
に
封
ず
る
新
ら
し
い
言
葉
で
あ
る
。
資
本
は
、
利
潤
を
高
め
る
た
め
に
、
技
術
を
改
善
し
搾
取
の
方
法
を
巧
妙
に
I
て
生
産
費
を
引
き
下
げ
る
と
と
に
常
に
努
力
し
て
来
た
‘
只
と
の
と
と
が
敢
年
聞
に
ヨ
F
組
械
的
に
念
蓮
に
行
は
れ
た
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
』
〈
註
入
U
〔註
A
U
ゲ
ア
ル
ガ
「
前
掲
蕃
」
四
一
真
合
理
化
を
特
徴
付
け
る
た
め
に
更
に
、
ヴ
ア
ル
ガ
の
言
葉
を
拝
借
し
ゃ
う
3
D
O
D
O
つ
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
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（
一
〉
『
商
品
慣
値
の
低
下
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
事
象
で
あ
る
。
般
労
働
の
生
産
性
の
増
大
、
部
ち
規
格
化
と
定
型
化
と
標
準
化
と
に
よ
る
商
品
に
含
ま
れ
た
る
帥
労
働
時
間
の
減
少
も
ま
た
こ
れ
に
麗
ず
る
・
と
れ
等
の
事
象
の
う
ち
‘
技
術
の
改
善
に
依
る
持
働
の
生
産
性
の
増
大
は
、
資
本
主
義
的
生
産
の
進
歩
の
模
範
的
形
態
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
各
勢
働
者
は
今
ま
で
よ
り
も
大
き
訟
複
雑
な
機
械
を
運
動
し
、
同
一
の
弊
働
力
を
支
出
し
℃
更
に
合
目
的
的
な
勢
働
封
象
の
箆
形
を
な
し
遼
げ
、
そ
し
て
今
ま
で
よ
り
も
大
量
の
使
用
慣
値
を
生
産
す
る
O
i
－
－
：
：
規
格
化
と
標
準
化
と
定
型
化
と
に
つ
い
て
去
へ
ば
‘
と
与
で
問
題
と
友
る
の
は
技
術
の
改
善
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
商
品
の
使
用
慣
値
の
上
か
ら
見
て
形
と
寸
法
と
の
飴
計
友
差
異
を
陶
汰
す
る
と
と
に
依
て
附
労
働
時
聞
を
節
約
す
る
と
と
で
あ
る
。
乙
の
方
法
に
依
て
大
量
生
産
の
法
則
に
準
じ
て
間
労
働
時
聞
が
節
約
さ
れ
る
。
同
一
の
要
求
を
満
足
す
る
商
品
が
ヨ
リ
少
な
い
持
働
時
間
で
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
：
：
：
・
：
原
料
の
浪
費
や
不
必
要
な
運
詮
等
を
排
す
る
方
策
も
ま
た
乙
の
部
類
に
属
す
る
。
』
。
。
。
。
。
。
。
。
0
0
0
0
3
0
0
0
0
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一
）
『
剰
飴
慣
値
増
大
、
持
働
の
搾
取
の
増
加
で
あ
る
。
搾
取
の
増
大
は
、
相
封
的
剰
飴
債
値
の
生
産
に
よ
っ
て
行
は
れ
得
る
。
若
し
も
、
上
に
述
べ
た
合
理
化
の
方
法
で
持
働
者
の
消
費
に
は
入
い
っ
て
行
く
商
品
の
債
格
が
低
下
す
る
と
す
れ
ば
、
乙
れ
に
依
て
持
働
力
の
債
値
も
低
下
す
る
。
必
要
努
働
は
減
少
す
る
。
そ
し
て
剰
飴
持
働
は
増
加
す
る
。
更
に
搾
取
の
増
大
は
、
附
労
働
時
聞
を
延
長
し
或
は
持
働
の
強
度
を
高
め
て
、
絶
劃
的
剰
飴
債
を
増
大
せ
し
め
る
と
と
に
依
て
謹
成
さ
れ
る
。
と
れ
等
の
ご
つ
の
方
法
は
、
或
は
一
一
鮪
に
建
す
る
と
相
容
れ
方
い
も
の
と
た
る
。
即
ち
、
持
働
の
強
度
を
非
常
に
高
く
す
れ
ば
、
一
日
の
或
は
一
週
間
白
勢
働
時
聞
は
一
定
の
最
大
限
度
を
超
え
る
と
と
が
出
来
た
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
努
働
者
が
倒
れ
て
し
ま
ふ
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
資
本
に
と
っ
て
は
、
強
度
を
低
く
し
て
長
時
間
働
か
せ
る
よ
り
も
、
最
大
限
度
で
短
時
間
働
か
せ
た
方
が
有
利
で
あ
る
。
何
故
か
と
一
民
ふ
と
、
不
鑓
費
本
特
に
固
定
部
分
は
そ
れ
に
依
て
ヨ
リ
よ
く
利
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
ま
た
一
日
に
生
産
さ
れ
る
量
が
多
く
て
も
少
友
く
て
も
、
或
る
種
の
支
出
、
即
ち
燃
料
、
燈
料
、
管
理
、
監
替
の
支
出
に
鑓
化
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
技
術
の
改
善
の
結
果
、
機
械
が
「
時
勢
遅
れ
」
と
な
る
危
険
に
脅
か
さ
れ
る
。
そ
と
で
資
本
は
最
短
の
時
間
内
に
ヨ
リ
大
童
の
附
労
働
力
を
使
用
し
ゃ
う
と
し
て
焦
慮
す
る
の
で
あ
る
。
乙
の
目
的
を
謹
す
る
震
に
資
本
は
「
科
皐
的
経
皆
」
と
云
ふ
一
つ
の
新
ら
し
い
皐
聞
を
つ
く
り
出
し
た
。
時
間
掛
賃
銀
D
代
り
に
出
来
高
梯
賃
銀
が
現
れ
て
来
る
。
：
：
：
・
溺
占
並
に
技
術
的
合
理
化
と
努
働
者
階
級
鈍
溺
占
並
に
技
術
的
合
理
化
と
努
働
者
階
級
四
す
べ
て
之
等
の
事
は
職
争
前
に
闘
す
る
事
で
あ
る
。
最
近
の
護
展
は
一
つ
の
鉾
語
法
的
騨
化
を
示
し
τ居
る
。
即
ち
、
時
間
掛
賃
銀
。0
0
0
0
に
復
腸
し
た
、
だ
が
そ
れ
は
不
醒
停
活
帯
（
EL日
∞
∞
切
〉
Z
ロ
）
：
：
：
後
趨
：
：
：
の
使
用
を
伴
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
』
（
註
九
）
門
誌
九
〕
ゲ
ア
ル
ガ
「
前
掲
畜
」
以
上
の
如
き
諸
特
徴
の
矯
め
に
如
何
に
労
働
力
が
産
業
費
本
家
に
依
て
枇
奪
さ
れ
、
搾
取
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
一
務
働
力
営
り
の
生
産
額
に
依
て
見
れ
ぽ
弐
の
通
り
で
あ
る
。
持
働
力
と
生
産
額
と
の
推
移
ハ
一
丸
二
五
年
に
於
け
る
指
数
一
九
一
九
年
を
一
0
0
・ι
ナ〉
持
働
者
数
生
産
物
の
量
一
勢
働
営
り
の
生
産
嬢農
業
ゴL
一O
八
一
一
八
業
一0
0
一
一一
工
業
九
一
・
五
一
一
一
人
・
五
一
四
O
蟻
道
ゴL
一O
四
＠
五
一
一
五
計
ゴL
一一
O
一一一九
グ
ア
ル
ガ
ハ
前
掲
書
）
に
依
る
。
右
去
に
依
て
持
働
の
強
化
程
度
が
察
知
し
得
る
で
あ
ら
う
。
之
の
黙
に
闘
し
て
ヴ
ア
ル
ガ
は
叉
趨
ぺ
て
ゐ
る
。
『
持
働
作
業
容
の
増
大
は
、
技
術
的
饗
化
に
基
づ
く
拶
働
の
生
産
性
の
噌
大
に
腸
せ
ら
れ
る
の
ほ
ほ
ん
の
一
部
分
だ
け
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
簡
単
に
労
働
の
強
度
に
騎
せ
ら
れ
る
も
P
だ。」
吾
々
は
総
て
白
人
間
蹴
労
働
力
が
機
械
に
伏
て
代
置
せ
ら
れ
て
行
く
事
を
事
質
的
た
前
提
と
し
て
、
合
理
化
の
賓
際
的
様
相
を
次
の
如
く
把
握
す
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
〔
I
〕
従
来
人
間
の
勢
働
カ
に
依
℃
・
没
さ
れ
て
ゐ
た
と
と
ろ
の
接
働
は
機
械
に
依
て
代
置
せ
ら
れ
た
事
に
依
て
異
常
な
生
産
の
膨
張
；
・
・
：
従
っ
て
利
潤
の
柑
加
：
：
：
機
械
の
ヨ
リ
有
利
な
る
醍
置
円
た
め
批
労
働
宥
の
坦
剰
。
〔
Hυ
奮
い
機
械
の
改
良
、
努
働
遁
程
の
再
編
成
に
依
て
持
働
過
程
は
部
分
僻
労
働
に
分
解
さ
れ
、
単
純
化
さ
れ
て
行
く
。
従
っ
て
、
生
産
は
ヨ
リ
念
速
と
な
り
生
産
量
は
増
加
す
る
が
、
持
働
者
は
過
剰
と
ゑ
る
。
門
川
山
〕
大
た
る
内
陣
力
を
必
要
と
し
た
弊
働
は
、
機
械
的
な
方
法
に
依
て
代
置
さ
れ
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
産
の
蓮
度
在
高
め
る
事
と
な
り
、
生
産
を
増
加
せ
し
め
利
潤
は
上
昇
し
、
弊
働
者
は
過
剰
と
訟
る
。
技
術
的
合
理
化
は
弊
働
を
強
化
せ
し
め
る
た
め
に
フ
リ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
使
用
を
そ
の
目
的
と
し
て
も
っ
て
ゐ
る
。
『
機
械
組
織
が
進
歩
し
‘
機
械
持
働
者
と
云
ふ
特
殊
の
一
階
説
。
経
験
が
蓄
積
せ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
持
働
の
建
度
と
従
っ
て
強
度
と
が
自
然
費
生
的
に
増
進
し
て
来
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
斯
様
に
し
て
イ
ギ
ワ
ス
で
は
半
世
紀
聞
に
亘
っ
て
勢
働
日
の
延
長
と
工
場
第
働
の
強
度
の
増
進
と
が
相
携
へ
て
進
ん
で
来
た
。
だ
が
熱
病
的
活
動
D
暫
行
的
な
琵
作
で
は
た
く
‘
む
し
ろ
日
毎
に
規
則
。0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
正
し
く
反
覆
さ
れ
る
割
一
的
な
活
動
を
特
徴
と
す
る
弊
働
に
る
っ
て
は
、
労
働
日
の
大
い
さ
と
持
働
の
能
率
と
が
相
排
斥
し
合
ふ
D
G
O
O
D
D
O
O
O
 
結
果
弊
働
日
の
延
長
は
努
働
の
強
度
の
低
減
と
の
み
、
反
割
に
持
働
強
度
の
増
進
は
持
働
日
の
短
縮
と
の
み
開
立
さ
れ
る
と
一
五
ふ
限
濁
占
並
に
技
術
的
合
理
化
主
傍
働
者
階
級
四
溺
占
並
に
技
術
的
合
理
化
と
労
働
者
ぽ
級
四
回
田
作
離
に
到
着
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
吾
々
。
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
（
註
十
」
〔
誌
十
υ
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
第
一
径
三
九
一
真
傍
駄
筆
者
、
前
掲
グ
ア
ル
ガ
の
言
参
照
右
に
引
用
し
た
マ
ル
ク
ス
D
一
五
ふ
相
排
斥
し
合
ふ
一
一
つ
の
力
の
限
界
賠
を
フ
リ
ー
ズ
・
バ
ン
ト
は
著
る
し
く
綾
和
し
た
。
『
連
績
生
産
と
結
合
し
た
フ
リ
ー
ズ
パ
シ
ド
は
、
時
聞
に
閲
す
る
研
究
ゃ
‘
す
べ
て
の
柑
労
働
及
す
べ
て
の
持
働
者
に
封
す
る
時
間
表
と
一
民
ふ
や
ろ
な
大
き
な
監
督
機
関
や
準
備
機
闘
を
も
っ
た
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
不
用
に
陣
せ
し
め
る
u
フ
リ
ズ
バ
ン
ド
は
弊
働
作
業
率
の
自
動
的
な
監
督
機
関
を
つ
く
り
出
し
般
労
働
者
に
フ
リ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
謹
度
を
強
ひ
超
人
間
的
強
度
左
も
っ
て
務
働
力
を
支
出
す
る
と
と
を
齢
儀
左
〈
さ
せ
る
。
だ
か
ら
亘
口
々
は
と
れ
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
利
用
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
。
』
ハ
註
十
一
v
門
誌
十
一
〕
ゲ
ア
ル
ガ
「
前
掲
香
」
四
五
1
1
宍
頁
斯
く
し
て
フ
リ
ー
ズ
バ
ン
ド
は
努
働
者
の
無
意
識
の
中
に
・
し
か
も
機
械
に
依
る
人
聞
の
監
督
の
た
め
に
人
類
の
生
理
的
限
界
を
無
視
し
：
：
：
勢
働
D
支
出
量
を
ば
極
度
に
ま
で
高
め
た
。
而
し
て
之
れ
に
従
事
す
る
と
と
ろ
の
持
働
者
の
賃
銀
は
何
分
上
昇
し
た
と
し
て
も
之
れ
に
依
て
多
数
の
持
働
者
は
生
産
過
程
か
ら
遊
離
さ
れ
る
。
而
も
儲
ほ
野
働
過
程
は
細
分
さ
れ
る
故
に
熟
練
搭
働
者
は
不
刑
と
な
り
婦
人
並
に
小
児
問
労
働
者
に
と
っ
τ代
へ
ら
れ
る
。
今
や
高
級
な
技
術
は
勢
働
者
に
不
必
要
と
な
っ
た
。
ヴ
ア
ル
ガ
は
シ
ユ
レ
1
3
ヱ
ン
の
或
る
嬬
枠
工
場
に
於
け
る
フ
リ
ズ
バ
ン
ド
に
依
る
生
産
量
と
他
と
を
比
較
し
て
ゐ
る
。
同
一
恵
位
時
間
仁
按
け
る
静
働
の
成
績
個
別
的
た
勢
働
に
よ
る
場
合
一0
0
集
圏
作
業
の
場
合
二
六
O
フ
リ
ー
ズ
パ
ン
ド
ロ
場
合
三
五
O
フ
リ
ー
ズ
バ
シ
ド
は
商
品
。
生
産
油
程
に
於
て
、
各
部
分
に
於
け
る
敏
速
を
計
る
た
め
に
、
一
つ
の
部
門
か
ら
他
の
部
門
へ
間
断
な
く
然
も
念
蓮
に
生
産
さ
れ
る
べ
き
財
が
加
工
さ
れ
材
料
か
ら
完
成
ま
で
不
曜
に
動
い
て
行
く
弊
働
過
程
で
あ
る
。
『
勢
働
D
機
械
に
於
て
で
な
〈
、
工
場
内
O
持
働
の
組
織
の
う
ち
に
大
き
友
麓
化
が
起
っ
た
、
工
場
の
主
要
な
る
中
心
を
た
す
も
の
は
機
械
で
は
な
く
て
フ
リ
ー
ズ
パ
ン
ド
で
あ
る
。
弊
働
封
象
が
工
場
の
中
を
進
ん
モ
行
く
あ
ぴ
だ
に
桜
械
に
遁
A
口
す
る
の
で
は
な
い
持
働
劃
象
が
機
械
か
ら
機
械
へ
と
渡
り
歩
る
く
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
反
封
で
あ
る
組
織
の
中
心
を
な
す
も
の
は
フ
リ
ー
ズ
パ
ン
ド
で
あ
る
そ
し
て
機
械
は
フ
P
1
ズ
パ
ン
ド
ο要
求
に
合
す
る
様
な
具
合
に
配
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
種
々
雑
多
な
機
械
が
フ
リ
｝
ズ
バ
シ
ド
に
泊
ふ
て
入
り
飢
れ
て
酎
置
さ
れ
て
ゐ
る
。
必
要
な
道
具
は
1
l努
働
者
が
と
に
か
〈
道
共
を
取
り
か
へ
ね
ば
友
ら
ぬ
時
に
は
l
l
a
チ
ャ
ン
ト
持
働
者
の
前
に
置
か
れ
る
・
：
J
i－
－
：
』
（
（
誌
十
ニ
d
〔
註
十
二
υ
グ
ア
ル
ガ
「
前
掲
審
」
斯
か
る
合
理
化
運
動
は
今
や
各
種
の
産
業
に
於
て
宜
施
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ヴ
ア
ル
ガ
に
依
て
一
部
さ
れ
た
と
と
ろ
に
よ
れ
ば
、
ェ
、
ネ
ル
ギ
1
経
済
、
作
業
機
闘
化
墜
工
業
、
交
通
技
術
、
過
信
技
術
等
に
具
鰭
的
に
現
は
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
大
戦
後
に
於
け
る
産
業
界
の
混
乱
破
壊
立
直
し
O
名
目
の
下
に
於
て
資
本
家
階
級
は
合
理
化
は
弊
働
賃
銀
を
高
く
し
、
勢
働
者
の
生
活
水
準
を
高
く
す
る
事
を
約
し
た
。
何
故
・
な
ら
ば
彼
等
は
之
れ
に
依
て
相
封
的
並
に
絶
射
的
剣
飴
債
値
を
増
進
せ
し
め
る
事
に
依
て
ヨ
相
側
占
並
に
技
術
的
合
理
化
主
努
働
者
階
級
四
五
濁
占
並
に
技
術
的
合
理
化
正
労
働
者
階
級
四
ノ、
リ
有
利
な
利
潤
を
確
保
す
る
事
が
出
来
る
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
く
『
合
理
化
は
費
木
、
持
働
並
び
に
時
間
の
節
約
を
意
味
す
る
、
能
率
が
高
く
な
る
な
ら
ば
そ
れ
は
ヨ
ザ
多
く
の
生
産
が
分
間
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
℃
、
持
働
者
階
放
の
生
活
水
準
は
高
ま
る
で
る
ら
う
。
組
合
は
、
合
理
化
。
第
一
の
成
呆
が
持
働
者
の
投
げ
出
し
で
る
る
事
を
否
認
す
る
も
の
で
は
友
い
が
、
そ
れ
は
合
理
化
の
約
束
す
る
利
益
と
相
殺
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
詰
十
三
門
日
誌
十
＝
一
〕
一
九
一
ニ
O
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
イ
Y
F
I
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
於
げ
る
ラ
イ
バ
ル
ト
、
ェ
ケ
ル
ト
、
メ
ル
タ
シ
の
世
界
経
済
報
告
。
掛
か
る
一
宮
町
節
を
以
て
資
本
家
は
持
働
階
級
の
合
理
化
に
劃
す
る
反
封
的
攻
勢
に
備
へ
た
。
し
か
し
な
が
ら
事
置
は
決
し
て
彼
等
の
言
酔
を
裏
付
け
は
し
な
か
っ
た
。
E
口
々
は
資
本
主
義
の
護
民
過
程
に
於
て
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
依
て
可
時
出
資
本
部
分
は
相
封
的
に
減
少
し
、
縫
っ
て
失
業
者
は
漸
増
的
傾
向
に
あ
り
‘
週
期
的
恐
慌
に
依
て
そ
の
教
を
極
大
な
も
の
と
す
る
事
を
知
る
・
同
時
に
大
時
後
に
於
け
る
失
業
が
職
前
の
そ
れ
に
比
し
て
永
績
性
を
帯
び
る
に
至
っ
た
事
も
知
る
、
濁
占
形
態
の
護
展
と
産
業
の
合
理
化
と
は
、
斯
か
る
慢
性
的
恐
慌
縫
っ
て
失
業
を
克
服
す
る
も
の
で
は
－
な
か
っ
た
。
合
理
化
は
附
労
働
過
程
の
再
編
成
、
肉
瞳
的
勢
働
の
機
械
労
働
に
よ
る
代
置
、
生
産
手
段
の
改
善
従
っ
て
持
働
力
の
強
度
な
る
牧
奪
搾
取
：
：
：
・
：
の
た
め
に
持
働
の
生
産
性
を
著
る
し
く
増
加
せ
し
め
、
生
産
は
ヨ
リ
少
数
の
弊
働
者
に
依
て
行
は
れ
る
様
に
な
っ
た
。
併
も
な
ほ
合
理
化
は
生
産
費
、
持
働
力
並
に
時
間
を
極
度
に
節
約
す
る
事
に
依
て
生
産
過
程
を
統
一
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
失
業
を
増
加
せ
し
め
た
。
『
合
理
化
が
資
本
、
券
働
並
び
に
時
聞
を
誰
れ
の
鵠
め
に
節
約
し
た
か
、
そ
れ
は
b
ま
り
に
も
明
か
な
事
買
で
あ
る
だ
ら
う
、
合
理
化
の
約
束
す
る
利
益
そ
れ
が
若
し
持
働
者
階
級
の
ろ
る
引
合
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
務
働
者
階
識
は
い
づ
と
に
そ
れ
を
期
待
し
て
よ
い
の
で
あ
ら
う
か
』
（
誌
十
四
）
門
誌
十
四
〕
有
淳
氏
「
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
九
ト
・
コ
シ
ツ
エ
ル
y
」四一一一
O
頁
菩
々
は
合
理
化
。
結
果
か
ら
の
み
生
巴
た
失
業
統
計
的
数
字
を
も
ち
得
た
い
が
、
上
越
の
事
よ
り
し
て
合
理
化
の
性
質
が
失
業
を
必
然
な
ら
し
め
る
事
を
推
知
す
る
に
大
し
た
困
難
を
感
じ
－
な
い
で
あ
ら
う
。
合
理
化
に
依
る
失
業
の
増
加
は
弊
働
賃
銀
の
下
落
を
招
致
す
る
、
何
故
た
ら
ば
失
業
の
存
在
は
持
働
賃
銀
を
引
下
げ
る
鉛
の
役
割
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
。
斯
く
し
て
生
巴
た
失
業
の
増
大
と
持
働
賃
銀
の
低
落
と
は
資
本
主
義
的
市
場
を
自
ら
狭
臨
に
し
℃
行
〈
、
生
産
の
可
能
性
と
販
買
の
可
能
性
と
の
聞
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
鏡
大
せ
ぎ
る
を
得
た
い
。
資
本
主
義
経
済
の
破
壊
を
治
や
す
た
め
臆
念
乎
営
と
し
て
持
ち
来
た
ら
さ
れ
た
合
理
化
な
る
方
法
は
「
穂
利
潤
の
う
ち
最
大
の
分
前
を
確
保
せ
ん
と
す
る
個
々
ο資
本
主
義
的
企
業
と
組
資
本
を
出
来
る
だ
け
多
く
利
殖
せ
ん
と
す
る
階
級
の
利
益
と
の
矛
盾
」
を
尖
鋭
化
す
る
と
と
に
依
て
自
ら
の
桂
桔
と
な
り
つ
L
あ
る
。
広
聞
記
〕
卒
業
前
に
起
き
て
衆
る
時
間
種
の
事
情
の
た
め
に
非
常
に
念
過
的
．
皮
相
的
な
屯
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
御
詑
び
し
た
い
と
息
ひ
ま
ず
溺
占
並
に
技
術
的
合
理
化
と
労
働
者
階
数
四
ゥ！：
